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北海道における食中毒発生状況（2003～2007）
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　北海道で2003年から2007年に発生した食中毒事例につい
て，北海道保健福祉部保健医療局食品衛生課が集計した食
中毒発生状況（2003年～2007年）を基に分析するとともに，
厚生労働省医薬食品局食品安全部が集計した食中毒発生状
況（2003年～2007年）により全国との比較を行った．
　北海道における過去5年間の発生件数と患者総数は228
件5，599名で，内訳として細菌性食中毒は109件1，517名，ウ
イルス性食中毒は81件3，943名，自然毒による食中毒は30件
106名であった．1件当たりの平均患者数は，細菌性食中
毒が14名，ウイルス性食中毒が49名，自然毒による食中毒
が4名であった．
　図1に年別の北海道における食中毒発生状況を示した．
2003年の本道における食中毒発生状況は，発生件数が50件，
患者数が1，581名であった．その内訳は細菌性食中毒27件
564名，ウイルス性食中毒13件955名，自然毒による食中毒
10件62名であった．2004年は45件814名で，細菌性食中毒
が23件260名，ウイルス性食中毒14件540名，自然毒による
食中毒8件13名，その他1件1名であった．2005年は27件
320名で細菌性食中毒15件126名，ウイルス性食中毒8件
188名，自然毒による食中毒2件4名，その他2件2名で
あった．2006年は61件1，482名で細菌性食中毒31件376名，
ウイルス性食中毒25件1，075名，自然毒による食中毒3件12
名，その他2件19名であった．また，2007年は45件1，472名
で細菌性食中毒14件261名，ウイルス性食中毒21件1，185名，
自然毒による食中毒7件15名，その他3件11名であった．
2003年から2006年中食中毒発生件数では，細菌性食中毒が
最も多く，次いでウイルス性食中毒，自然毒による食中毒
の順であった．しかし，2007年はウイルス性食中毒が最も
多く，次いで細菌性食中毒，自然毒による食中毒の順となっ
た．一方，食中毒の発生件数及び患者数は2003年から2005
年で減少傾向にあったが，2006年はウイルス性食中毒の増
加により件数，患者数回に急増した．なお，2007年では件
数そのものは2006年より減少したものの，ウイルス性食中
毒で患者数が増加した．また，自然毒による食中毒では件
数の増加が認められた．
　図2に年別の全国での食中毒発生状況を示した．2003年
から2007年の全国での食中毒発生件数は，各年とも細菌性
食中毒が最も多く，次いでウイルス性食中毒，自然毒によ
る食中毒の順であった．これらの食中毒の中で，細菌性及
び自然毒による食中毒は減少傾向にあった．しかしウイル
ス性食中毒では2003年から2005年にかけて300件程度で推
移したが，2006年中506件に増加した後，2007年には再び
300件程度まで減少した．
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図1　年別北海道食中毒発生状況
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図2　年別全国食中毒発生状況
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表1　患者数100名以上の食中毒事例（2003年～2007年）
年　月 発生場所 患者数 原因食品 原　因 原因施設
2003年1月
2003年5月
2003年7月
2004年11月
2006年1月
2006年12月
2006年12月
2007年1，月
2007年1月
2007年1月
厚岸町
函館市
美深町
札幌市
苫前町
札幌市
上川町
北斗市
釧路市
札幌市
661
101
105
175
106
110
298
132
300
136
ミニきな粉ねじりパン
旅館で提供した食事
　　　クレープ
ホテルが提供した食品
　　大根ナムル
旅館で提供した食品
旅館で提供した食事
　　仕出し弁当
飲食店で提供した食事
飲食店が提供した食品
小型球形ウイルス＊
　（ノロウイルス）
サルモネラ属国
サルモネラ属菌
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　ノロウイルス
　　菓子製造業
　飲食店（旅館）
　　祭りの出店
飲食店　菓子製造業
　　給食施設
　　　旅　館
　　　旅　館
　　　飲食店
　　　飲食店
　　　飲食店
＊ノロウイルスは2003年まで小型球形ウイルスとして集計された．
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図3　北海道の月別食中毒発生状況（細菌性食中毒）
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図4　全国の月別食中毒発生状況（細菌性食中毒）
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図5　北海道の月別食中毒発生状況（ウイルス性食中毒）
160r
140i
て　む
1・・1
60
0
1
艶i餌1物…嗣勢ﾉ二三鷺π二巴コ廿里報譲薫＿．解　．1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月
図6　全国の月別食中毒発生状況（ウイルス性食中毒）
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図7　北海道の月別食中毒発生状況（自然毒による食中毒）
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図8　全国の月別食中毒発生状況（自然毒による食中毒）
　表1に，北海道における患者数100名以上の食中毒事例
を示した．過去5年間に10件の発生があり，原因としては，
サルモネラ（2件）及びノロウイルス（8件）であった．
1件当たりの患者数が最も多かったのは，2003年1，月に発
生したノロウイルスによる食中毒で患者数は661名であっ
た．
　図3～8に，北海道と全国における細菌性，ウイルス性
及び自然毒による食中毒事例の月別発生件数を年度ごとに
示した．本道における食中毒の発生状況は，華年とも細菌
性食中毒は6～10月に発生件数が増加し（図3），ウイル
ス性食中毒は1～4，月と11～12月に多発していた（図5）．
これら細菌性及びウイルス性食中毒の発生傾向は全国にお
ける状況と一致が認められた．一方，自然毒による食中毒
は，本道では9月に最も発生が多かったのに対し，全国で
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細菌性　　　　　　　　ウイルス性　　　　　　　　自然毒
　　囲家庭　　　　□営業施設　　　　　［コ給食施設
図9　北海道の原因別施設別食中毒発生比率（2003年～2007年）
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図10　全国の原因別施設別食中毒発生比率（2003年～2007年）
は10月に最も多発していた．なお，2006年の5月に発生件
数の増加が認められたのは，白インゲン豆によるダイエッ
トを扱ったテレビ番組が原因で，加熱不十分な白インゲン
豆にふくまれるレクチンによる健康被害が全国規模で発生
したためであった．
　図9に北海道における原因別施設別食中毒発生比率を示
した．細菌性食中毒では，営業施設が65．3％，家庭が26．4
％を占め，給食施設は8．4％であった．ウイルス性食中毒で
は，84．9％が営業施設で発生しており，給食施設が12．7％，
家庭が2．6％であった．自然毒による食中毒では，家庭が
93．4％を占め，営業施設，給食施設はそれぞれ3．4％であっ
た．これは全国とほぼ同様の傾向であった．全国では細菌
性食中毒で，営業施設が78．6％，給食施設が10．9％，家庭
が10．5％，ウイルス性食中毒で，営業施設が88．3％，給食
施設が9．7％，家庭が1．9％であった．また，自然毒による
食中毒では，家庭が86．4％，営業施設が10．4％，給食施設
が3．2％であった（図10）．
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